
第 23 回 JPS 優秀論文賞受賞論文プロフィール 

 

第 23 回 JPS 優秀論文賞として 2015 年度から 2017 年度に Journal of Pharmacological Sciences に掲載さ

れた 329 篇の中から厳正なる審査の結果，2 論文が選考されました．賞状及び副賞が授与されます． 
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シスプラチンは，肺がん，卵巣がんなどの多くの固形がんや悪性リンパ腫に用いられる代表的なプラチ

ナ製剤である．強力な抗腫瘍活性を有する一方，腎不全などの急性腎障害が臨床上，大きな問題となって

いる．本論文は，シスプラチン誘発性腎障害に対するグルタミンの保護効果を動物実験で明らかにした

ものであり，モデル細胞を用いた in vitro 実験においてその作用機序を追究した．著者らは，グルタミン

がシスプラチンの尿細管移行に関わるトランスポータ― organic cation transporter 2 (OCT2)の発現とシ

スプラチンの蓄積を抑制し，シスプラチンによる酸化ストレスと細胞毒性を軽減することを明らかにし

た．本研究は，シスプラチンの腎毒性に対するグルタミンの保護効果とその機序を明らかにしたもので

あり，臨床応用の可能性を秘めた優れた論文であると高く評価できる．  
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Involvement of TRPM2 in a wide range of inflammatory and neuropathic pain mouse models 
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これまでの研究により，免疫・炎症反応に transient receptor potential melastatin 2 (TRPM2) が関与し

ていることが示唆されており，本研究グループはミクログリアやマクロファージに発現する TRPM2 が

病的疼痛に関与することを報告している．本論文は，TRPM2 遺伝子ノックアウト(TRPM2-KO)マウス

用いて様々な病的疼痛モデル動物を作製し，病的疼痛における TRPM2 の役割を明確化したものである．

著者らは，骨関節炎疼痛モデル，自己免疫性脳炎モデル，神経障害性疼痛モデルなどの疼痛反応が，野生

型マウスに比較して TRPM2-KO マウスで減弱していることを明らかにした．本研究成果は，末梢性お

よび中枢性神経炎症反応が関与する多くの病的疼痛に TRPM2 が関与することを明らかにしたものであ

る．さらに，TRPM2 が新たな創薬ターゲットとなることを示した優れた内容であると高く評価できる． 


